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無 を吟味 した.之 等の炭酸簿の場合には有機化合物の場合に比 し細菌の繁殖に時 日を要 したが,

相當顯著な成育を途げ得たので炭酸同化作用を螢むことを結論 し得た・

 一方窒素榮養源としてはアスパラギンよりもNH4CIの 方が好適で あり,更 に硫化水素の獲

生現象は從來知 られて居る硫酸聯及びチオ硫酸購のみな らす,亜 硫酸鞭並びに硫黄の還元によ

つて も行はれることを指摘 し得た.

 從てMicrospira desulfuricansは 無機榮養的性質を有すべ く,こ の性質はこの種の硫黄細菌

によつてガス溜中で硫化水素が獲生する可能性が推論され るのである,殊 にMicrospira desul-

furicansは 我國tc於 て極めて廣汎な所在 を示すことはアムモ ニア合成工揚の慶水及び各地の河

水,海 水等12種 の試料に就てこの種の細菌の實在を確誰 し得たことによつて明瞭であ らう.

 次に斯か る硫黄細菌による硫化水素の獲生防止策として從來イ懐,河 底等に就て行はれ る方

法は室氣接鰯法に よつて細菌の作用を弱勢ならしめることで あるが,こ の方法はガス溜には適

用 し得なV・,一 方 この細菌の死滅温度は55。C,30分 で繁殖の最適温度は25～28。Cを 示 し比較

的高温に封する抵抗性が弱いが,低 温で繁殖 をなし得 る性質 を有する故,温 度管理 による防ik

封策 も亦ガス溜では實行 し難い,然 しこの細菌の繁殖の最適pHは6.1～85で 限界PHは

5・5及び9・6で ある・自Pちアルカリに封する抵抗性は弧いが酉菱に敏感で ある性質 を利用すれば

本菌の繁殖,換 言すればガス溜に於ける硫化水素の獲生を防止 し得ると考へ られるのでガス溜

のSealed waterを 硫酸で微酸性 (pH 4.3以 下)と なすことが防止封策の一手段であること

を提案する次第で ある・
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金屡粉末の焼結機構iに關しては鰍 こ十数年以前から種々論議せられて來た・夫れに拘 らす,

今日に到るも未だ確乎たる定論が見出されて居なV・・是れ,主 として上記の機構に直接關聯あ
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る基本的現蒙に就て爾ほ實験結果が充分に得 られて居 らぬ事に因るものと考へ られる・此鮎に

鑑み,吾 々は既に種 々な金属粉末の焼結に關 して行はれた諸研 究Dの 補足として,機 械的方法

に よつて製作せ られ た鐡粉 衣の焼鈍に因る内構墾化過程のX線 的査察に着手したのであつた・

次に斯 くして得た實験結果の概略に就て述べやう・

                 實     瞼

 i)實 験 方 法 本研究に用ぴた試料は京都帝國大學荒勝教授の考案指示に從ぴ,輻

田金属粉並に大和商會の工揚に於て廻樽粉砕機及び胴揚器によつて機械的に製作 した焼結用粉

砕鐵粉 末(C含 有 量0.04%以 下,直 穫0.4mm～0.15mm～0.06mm)で ある・ 之等の鐵粉末は
              

X線 査察 をなす以前 に 豫め眞本 中或 はII2氣 流 中に於て8000C以 下 の種 々な温度で特殊 な揚合

を除 き,各 々1時 問 焼鈍 した・ 而 して,各 試料 の内構 が焼 鈍温 度の高低 に因 り,原 料鐵粉 のそ

れに較べ て如何 様 に攣 化 したか を験べ る爲 め,X線 査 察 を行 つたので あつた・ 此X線 査察に

於 て は,主 としてMo或 はFe封 陰 極か ら放射 ぜ られた示性X線 を含む不均質X線 々束 を

用 ひ,普 通 のLaue法 並に高角 度背 面反射Laue法 を探 用 した・

 ii)實 験 結 果 前 述 のx線 査察 に於て,各 種 の原 料裁粉並 に焼鈍鐵彩}か ら得 られ

たX線 干渉 圖形 は何れ も1組 のDeb)環 よ り成つ て居た.之 等のDeLye環 と しては,=普 通 の

法 に準稼 した揚 合示 性X線 の(110)反 射 に封慮 した ものが,又 高 角度背面 反射1.aue法 に 準

嫁 した揚合(220)反 射,或 は時 に(310)反 射 に封腱{す るものが夫 々観測せ られ たが,斯 る

Debye環 は 假 令1粒 の而 も焼鈍 せ られた鐵粉か らで も得 られた ・從 つ て,本 研 究に用ひた鐵 粉

末の個 々の粒子 が少 くと も大部分,焼 鈍操作 後 と雌 も微結 晶の不規 則な聚積 よ り成 る所謂多結

晶 組織(Polycrystalline structure)の もの な るは疑 を容れ ぬ・

 爾,加 熱前 の原料鐵 粉か ら生 じた環 は何れ も可な り増1隔 し,kαi,とkα2と に因 る爾環が常

に融合 して居 た・併 し斯 るDeby環 の増 幅 も鐵 の再結 晶温度 よ り遙か に低 い3000C以 下 の加

熱 で 早 くも減退 し始め る故,こ れが 大部 分の晶粒の非常 に微小 な事(直 樫10-5cm～10-6cm)に

起 因す る もので な く,晶 粒 を構成す る結 品格 子の内部 歪にEII來 す る もの と解ぜ られ る・

 更 に鐡 粉の焼鈍 温 度 を高 める と,Debye環 は 次策 に鮮 明 とな り,H2氣 流 中に於て加熱せ られ

た ものの揚合 に於 ては,400。C附 近 に於て途 に その上 に濃 い小斑 瓢 の黙 在 を示 す様 になつた・

併 しこれ 等 の小 斑 鮎は5000C邊 の焼 鈍で一旦完全 に言i'S失し,更 に6000C-一 一EPち 鐡 の 再結

晶温皮 一 附 近 の焼鈍 か ら再び 出現 し始めて焼鈍温度 の上昇 と共に共数 と大 さ とを増 した・碕,

今 述 べ た様 な焼鈍 温度 の高低 に件ふX線 干渉圖形 の攣化過 程 は眞 室焼鈍 の揚合 で もH,氣 流

中に於 け る焼 鈍 の揚脊 の様 に顯 著ではなV・が矢張 り認 め得 たので あつ た.

 以 上 述べ た諸 事 實か ら,少 くと も一時 問H,氣 流 中に於 け る焼鈍 の鐡 粉 内構 に及 ぼす影響 と
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                    (27)



          化 學 研 究 所 講 演 集 第 十、六 韓

して,先 づ最初原料鐵粉を構成する晶粒の大部分10"cm程 度で あつたのが,焼 鈍温度400。C

附近に於ては一部分10一'icrn程度のものに獲達するに拘 らす,500。C附 近では却つて奮の10『4CM

程度の ものばか りとな り,6COOCを 超ゑると再び10-3cm程 度のものに成長 し始 める事が推定

出來る.

              實 験 結 果 の 考 察

 前述の實験結果 を考察すると,先 づ本實験に用ひた原料鐵粉1ま其製法,粒 度等を可な り異に

するに拘 らす,何 れ も直径10"4cm程 度の晶粒の不規則な聚積 より成れる所謂多結晶組織の も

ので,酷 なる粉砕工作のため部分的ではあるが,和 當な内部歪を受 けて居る事が判る,更 に之

等の粉末を焼鈍 した蜴合,少 くとも此操作がII,氣 流 中で行はれたなれば,前 記の内部歪(帥

ち結晶格子内原子のボテンシヤル閾の低一F)は 加熱温度300。C以 下で も次第に除去ぜられる

ものと思はれる.新 らしい結晶核の生成 も此内部歪を張 く受けた部分に於てのみ400。C以 下

の焼鈍で開始せ られ るが,焼 鈍温度を 5000C附 近迄高めた揚合には此結晶核の生成は名1言々盛

んになる結果,個 々の核の成長を和互の干渉により却つて阻害する事が推定出來る・併 し炬旨鈍

温度が更に高 く,6000Cを 超ゑれば,多 少な りとも歪 を包藏 して居た在來の品粒は悉 く新 らし

い結晶核の生成と成長とに侵蝕ぜられ藪に廣範團に亙る戸∫結晶現敦 を起す ものと解せ られる・

倫,斯 くの如き鐵粉末の内構攣化過程は翼塞中に於ても矢張 り起るが,H2氣 流中に於けるよ

りも可な り邊延するものと見倣す事が出來る.

                  、

         多 糖 類 の集 成 機 構 に關 す る研 究

      第6報 甘藷フォスホリラーゼによる葡萄糖燐酸

  一・"      エステルの調製

      第7報 南瓜の葉のフォスホリラーゼの分解作用

            と合成作川

       第8報 南瓜果のフォスホリラーゼの分解作用と

           合成作用

              井 上  吉 之

              小 野 寺 幸 之 進

 著者等は第1報 に於て1i儲 粗汁液中にフォスホリラ…ゼの存在す る事を確認 し それ につい
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